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平成２２年度公共用水域・地下水の水質測定結果について

Ⅰ 公共用水域水質測定結果
１ はじめに
水質測定計画に基づき，公共用水域129水域（河川73，湖沼32，海域24），128の環境基準点

（河川69，湖沼12，海域47）に166の補助測定点を加えた294地点について水質測定を実施し
た。
なお，生活環境項目の達成率の判断は，環境基準点における測定値により行った。

２ 調査結果の概要
(1) 健康項目

人の健康の保護に関する項目27項目中，鉛，砒素，総水銀，ふっ素，ほう素の５項目に
ついて次のとおり環境基準を超過した地点があった。
① 鉛
水域名（地点名） 地点所在地 測定値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度測定値(㎎／L) 原 因

迫川中流（五輪原橋） 栗原市（旧鶯沢町） 0.014 0.01 0.020 地質に由来する自然汚濁

② 砒素
水域名（地点名） 地点所在地 測定値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度測定値(㎎／L) 原 因

江合川上流(鳴子ダム流入部(大深沢)) 大崎市(旧鳴子町) 0.21 0.01 0.025 地質に由来する自然汚濁

③ 総水銀
水域名（地点名） 地点所在地 測定値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度測定値(㎎／L) 原 因

江合川上流(鳴子ダム流入部(大深沢)) 大崎市(旧鳴子町) 0.0012 0.0005 <0.0005 地質に由来する自然汚濁

④ ふっ素（河川・湖沼に適用。）
水域名（地点名） 地点所在地 測定値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度測定値(㎎／L) 原 因

迫川中流（五輪原橋） 栗原市（旧鶯沢町） 2.1 0.8 1.6 鉱山排水及び地質に由来する汚濁

迫川中流（久保橋） 栗原市（旧鶯沢町） 2.1 0.8 1.7 鉱山排水及び地質に由来する汚濁

⑤ ほう素
水域名（地点名） 地点所在地 測定値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度測定値(㎎／L) 原 因

江合川上流(鳴子ダム流入部(大深沢)) 大崎市(旧鳴子町) 6.4 1 － 地質に由来する自然汚濁

＊国土交通省測定地点。平成21年度は測定無し。

(2) 生活環境項目
1)生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）及び化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

有機性汚濁指標であるＢＯＤ及びＣＯＤの環境基準の達成状況は，河川で59水域中58
水域で環境基準を達成し，達成率は98％であり，前年度より2ポイント下がった。
なお，環境基準を超過した水域は次の１水域である。

水域名（地点名） 地点所在地 75％値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度75%値(㎎／L) 原 因
金流川(小畑橋) 栗原市(旧金成町) 2.1 ２(A類型) 2.0 農業排水及び生活排水

＊この地点は平成19年度も環境基準を超過しており，ＣＯＤ75%値は2.4mg/Lであった。

湖沼では，前年度と同様に12水域中１水域で環境基準を達成し,達成率は8％であっ
た。
環境基準を達成できなかった湖沼のうち，ＣＯＤ年平均値が前年度より特に上昇した

のは，次の２水域である。

水域名（地点名） 地点所在地 年平均値(㎎／L) 基準値(㎎／L) 前年度年平均値(㎎／L) 原 因
長沼(沼出口) 登米市(旧迫町) 11 5(B類型) 8.0 猛暑による植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの大量発生

漆沢ダム（ﾀﾞﾑｻｲﾄ）加美町 9.3 1(AA類型) 4.2 猛暑による植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの大量発生
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また，海域では，前年度と同様に24水域中13水域で環境基準を達成し，達成率は54％
であった。

なお，全水域での達成率は76％であった。

水域別ＢＯＤ（ＣＯＤ）環境基準達成状況
あてはめ水域数 達成水域数 達成率（％）

基準点数 達成基準点 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22
河川(BOD) ５９ ６９ ５８ ６８ １００ ９８ １００ １００ ９８
湖沼(COD) １２ １２ １ １ １７ １７ ８ ８ ８
海域(COD) ２４ ４７ １３ ２３ ６３ ６３ ５０ ５４ ５４
全水域 ９５ １２８ ７２ ９２ ８０ ７９ ７６ ７７ ７６

2)全窒素及び全燐
全窒素については，類型指定海域９水域中，前年度より１水域多い全水域で

環境基準を達成した。（湖沼については，当分の間基準を適用しないこととし
ている。）
全燐については，前年度と同様に類型指定湖沼５水域中２水域で環境基準を

達成した。また，類型指定海域９水域では，前年度より１水域多い７水域で環
境基準を達成した。

3)全亜鉛
水生生物の保全に係る環境基準項目である全亜鉛については，前年度と同様

に類型指定河川では５水域中全水域で，類型指定湖沼では２水域中全水域で環
境基準を達成した。

(3) 測定機関
国土交通省，宮城県，仙台市，名取市，多賀城市，岩沼市，気仙沼市

【用語解説】
＊ＢＯＤ・・・生物化学的酸素要求量。水中の有機物が微生物の働きによって分解されるとき

に消費される酸素量で，河川の有機物による汚濁状況を図る指標。

＊ＣＯＤ・・・化学的酸素要求量。水中の有機物を酸化剤で分解する際に消費される酸化剤の
量を酸素量に換算したもので，湖沼や海域の有機物による汚濁状況を図る指標。

＊75％値・・・年間の日間平均値の全データを小さい値から順に並べた時の0.75×n番目（nは
日間平均値の全データ数）の値。（0.75×nが整数でない場合は、端数を切り上
げた整数番目の値をとる。）毎月1回測定している場合、1年間の12個のデータの
うち水質の良い方から9番目のデータが75％値となる。ＢＯＤ及びＣＯＤについ
ては，環境基準点の75％値が環境基準値以下のとき、環境基準を達成している
と評価する。
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Ⅱ 地下水水質測定結果
１ はじめに
地下水水質測定計画に基づき，県内１１４地点の地下水について水質測定を実施した。

２ 調査内容
(1) 調査区分

①概況調査：地域の全体的な地下水水質の概況を把握するための水質調査。年次計画に
より地区を選定。

②汚染井戸周辺地区調査：概況調査等により環境基準を超過した地点について，その程
度及び範囲を確認するための水質調査。

③継続監視調査：概況調査等により確認された汚染の継続的な監視をするための水質調
査。

(2) 調査項目
環境基準項目：カドミウム，鉛，砒素，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン等

28項目
(3) 調査地点数

①概況調査 ４４地点
②汚染井戸周辺地区調査 １１地点
③継続監視調査 ５９地点 計１１４地点

３ 調査結果の概要
(1) 概況調査

概況調査における基準超過地点内訳
項 目 � �環境基準値 (mg/ ) 環境基準超過地点数 測定値(mg/ ) 地点所在地 原 因

鉛 0.01 1 地点 0.020 角田市笠島 地質由来
砒素 0.01 1 地点 0.012 仙台市宮城野区 地質由来
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 1 地点 17 仙台市宮城野区 施肥由来

(2) 汚染井戸周辺地区調査
汚染井戸周辺地区調査における基準超過地点内訳
項 目 � �環境基準値 (mg/ ) 環境基準超過地点数 測定値(mg/ ) 地点所在地 原 因

鉛 0.01 3 地点 0.013～0.020 角田市笠島 地質由来

(3) 継続監視調査
継続監視調査における基準超過地点内訳
項 目 �環境基準値 (mg/ ) 平成22年度結果 (参考)平成21年度結果

� �環境基準超過地点数 測定値(mg/ ) 環境基準超過地点数 測定値(mg/ )
鉛 0.01 0 地点 - 1 地点 0.016
六価クロム 0.05 1 地点 0.07 2 地点 0.06～0.07
砒素 0.01 19 地点 0.013～0.089 13 地点 0.011～0.084
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ※ 0.04 1 地点 0.050 0 地点 -
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.03 2 地点 0.14～0.24 3 地点 0.2～1.1
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01 10 地点 0.012～3.3 9 地点 0.012～2.8
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 9 地点 11～31 8 地点 11～18
ホウ素 1 1 地点 1.1 0 地点 -
環境基準超過のべ地点数(実地 43(42) 地点 36(34) 地点
点数)

※平成21年度まではｼｽ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ(環境基準値0.04)として測定。
(4) 測定機関

国土交通省，宮城県，仙台市

４ 今後の対応方針
概況調査等で環境基準を超過した地点については，次年度から継続監視調査対象に加える

など，今後とも継続して地下水の水質監視を行うこととしている。


